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当日の流れ 

1、開会式の挨拶  

（国際生態学センター長、 

レナフォ（ふるさとの森づくり

協会）高野さん、 

神奈川県副知事 黒川さん、 

東京海上ミレア取締役 関さ

ん、横浜国立大学名誉教授 宮

脇昭先生） 
 ↑２、宮脇先生の植樹指導 

宮脇先生の指導で、まず苗の名前を覚えます。 

「トップにやらせるんだ。」と宮脇先生。 

葉山町長、横浜ゴム、サンライズ取締役の方々が

壇上に上がって、1本 1本の苗木の名前を叫ぶ。 

壇上から「タブノキ！」、会場から「タブノキ！」。 

そして、植え方の指導をしっかりしてもらいま

す。 

←こちらの企業のご協力のもと、植樹祭が無事行

われました。 

タブノキ！ 

タブノキ!!! 



 

３、植樹実践 

下記の要領で行いました。 
（出典：「森の長城が日本を救う」） 

開催日時： 
2013 年 6 月 5 日（祝） 
10：00～12：00 
 
場所：神奈川県横須賀市 湘南国際

村 めぐりの森 
参加者： 
地球の緑を守る会 湘南支部 奥

平里美、たみ子、昌斗、山口さん、

郡司さん 

 
  

今回植えた樹種(分かる範囲) 
高木 タブノキ、シラカシ、アラカシ、アカガシ、ウラジロガシ、ヤマモモ、スダジイ、ヤマザクラ 

亜高木 モチノキ、クロガネモチ 

低木 カマズミ、アオキ、カクレミノ、ムラサキシキブ、ツツジ 
 



 

 

めぐりの森ってどんなところ？ 

三井不動産から県に無償譲渡された土地で、市民公募により失われた緑を回復する場となりました。 
平成 22 年度より、7 回の植樹祭で 3 万 3,000 本が植えられています。 

 
 

 

アクセス  

JR 逗子駅前発 京急バス 1 番乗り場より 

「湘南国際村センター」行きバスに乗車  
「湘南国際村センター前」終点下車 （約

30 分、片道 340 円）  
 
植樹祭の情報はこちらから！  
めぐりの森ＨＰ  
http://megurinomori.net/ 

 



 

参加者の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私にとって、めぐりの森植樹祭に参加するのは４回目でした。 

今回ははじめて、家族で参加することができました！ 

また、将来教師を目指している、現役の大学生の 2 名にきていただくことができて、本当嬉しく思いました！ 

お会いするのに数回目となる宮脇先生ですが、今回は宮脇先生の「ふるさとの森を一緒に植えましょう」という

メッセージが、‘切実な気持ちで、頭を下げて私達にお願いされている‘ように感じられました。 

（決して「植えろ！」と言われているのでなく。） 

 

最後に集合写真を、本当にタイミングよく撮ることができました。 

そのとき、1 人 1 人に手を「ぎゅっ！」と握って頂いたのですが、その力強さといったら！大きくて温かい手

でした。そして、「託されている」と感じました。 

私が宮脇先生から学んだことは、（1）人に伝える前に自分が実践して見本をみせること 

（2）何度も何度も、同じことを同じ人に、伝わるまで伝え続けること。 

 

大変なことだけど、私は宮脇先生の「偉大さ」がやっと分かってきました。 

 6 月 15 日～17 日の、「植生工学士（ふるさとの森マイスター）をとる決意をすることができました。 

 ありがとうございました。(湘南支部代表者) 

はじめて、宮脇昭先生のもと、植樹をさせていただきました。 

丁寧な植樹の仕方に、「1 本 1 本愛を込めて植えなければいけないんだな」と思いました。（母） 

 

ずっと、この植樹祭に来たいと思っていました。 

担当していた指導員さんが、 とても丁寧に細かく教えてくれました。 

自分も勉強していたので、少しまわりの人に教えてあげることができました。（農業高校 2 年生） 

 

自分にとっては日本で始めての植樹祭でした。想像していたより同年代や子供連れの方多く楽しくできました。

本や VTR で植樹の方法は学んでいましたが、実際にやってみると思っていたよりも簡単でした。地味な作業な気

がしますが、山の向こう側に見えた植樹して 1 年、2 年経った森を見るとこれこそが森の再生の最高な科学だと

思いました。（理科教員志望 大学４年生 千葉県） 

 

参加してみて、先生方の話を聞いてみて環境問題とか自然破壊などがあり、それを本気でなんとかしようとして

て、僕も頭だけじゃなく実際に行動していかなければならないなと感化を受けました。 

また、体験を通して、土や木に触れて日常ではあまりしないような事で、心がリフレッシュされました。周りの

人達も活き活きしていて、協力しながら楽しく活動できました。 

これからも定期的にこのような活動に参加し、環境を守ると共に、自らの心身も養いたいと思えた 1 日、でした。

（体育教員志望 大学３年生 ） 

 


